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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、「Gタンパク質シグナル伝達調節因子」ファミリーに属します。Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を上昇させることでシグナル伝達を阻害します。また、光情報伝達カスケードにおけるシグナル伝達の速度論的制御にも関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を上昇させることでシグナル伝達を阻害し、それらを不活性なGDP結合型へと誘導します。G(i)-αおよびG(o)-αには結合しますが、G(s)-αには結合しません。光情報伝達カスケードにおけるシグナル伝達の速度論的制御にも関与している可能性があります。,PTM：Cys-2および/またはCys-12がパルミトイル化されています。,PTM：EGFR刺激によりTyr-168がリン酸化されます。 G(i)-αに対するGTPase促進(GAP)活性が強化されています。,類似性:1つのRGSドメインを含みます。,組織特異性:網膜に豊富に発現し、他のほとんどの組織では発現レベルが低くなります。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RGS16（リン酸化Tyr168）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ヒートショック処理したCOS7細胞ライセートのRGS16（リン酸化Tyr168）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

